
市役所からの
お知らせ

２

●文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田市
ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ほ

か
、
心
理
的
な
障
害
を
取
り
除
く｢

心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

へ
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
社
会
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
今
年
度
は
市
内
21
の
小
学
校
で
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
疑
似
体
験
や
介

助
体
験
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

対
象
は
３
年
〜
５
年
生
の
児
童
延
べ

１
千
36
人
。
ア
イ
マ
ス
ク
や
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
を
付
け
、
普
段
と
違
う
環
境
に
戸
惑

う
友
だ
ち
の
手
を
引
い
た
り
、
声
を
掛

け
て
誘
導
し
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち

は
、
改
め
て
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

ま
た
左
記
の
と
お
り
、
街
角
で
誰
も

が
で
き
る
小
さ
な
気
遣
い
も
大
事
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
思
い
や
り

｢

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を
実
践
し
ま
し

ょ
う
。

■
車
い
す
マ
ー
ク
の
つ
い
た
駐
車
区
画

の
正
し
い
使
い
方

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
駐
車

場
に
設
置
さ
れ
た
、
車
い
す
マ
ー
ク
の

つ
い
た
駐
車
区
画
は
、
車
い
す
を
使
う

か
た
が
、
安
全
か
つ
円
滑
に
駐
車
す
る

た
め
の
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

車
い
す
使
用
者
が
乗
降
す
る
に
は
広

い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
正
し
い
利
用
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
管
理
者
は
、
一
般

車
用
と
区
別
し
や
す
い
表
示
や
、
他
の

障
が
い
者･

高
齢
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、
車
い
す
使
用
者
駐
車

場
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
視
覚
障
が
い
者
誘
導
表
示(

点
字
ブ

ロ
ッ
ク)

を
ふ
さ
が
な
い
で

視
覚
障
が
い
者
が
、
目
的
地
ま
で
安

全
か
つ
確
実
に
歩
い
て
い
け
る
よ
う
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
へ
の
駐
輪
、
駐
停

車
、
荷
物
な
ど
の
放
置
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

視
覚
障
が
い
者
が
、
ぶ
つ
か
っ
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
白は

く

杖
じ
ょ
う

を
折
っ
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

あ
な
た
の
行
動
が
、
視
覚
障
が
い
者
の

歩
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催

３
月
17
日
(木)
午
後
２
時
か
ら
、
市
保

健
所(

八
橋)

で
、
第
６
回
秋
田
市
バ
リ

ア
フ
リ
ー
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

｢

秋
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想｣

に
関
す
る
取
り
組
み
が
議
題
で
す
。
先

着
10
人
ま
で
傍
聴
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
は
都
市
計
画
課
へ
。

●
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

☎(

８
６
６)

２
１
５
２

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
し
て
い
る｢

通
院
用
タ

ク
シ
ー
利
用
券｣

を
更
新
す
る
申
請
書

を
、
２
月
15
日
(月)
に
発
送
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
書
い
て
、
３
月
３
日
(木)

ま
で
左
記
の
場
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
引
っ
越
し
な
ど
で
申
請
書
が
届
か

な
い
か
た
や
、
新
た
に
利
用
し
た
い
か

た
は
、
障
が
い
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
利
用
券
は
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

対
象
▼｢

内
部
機
能
障
害
１
級｣｢

肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級｣｢

視
覚
障
害
１
〜
３
級｣

の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊
入
院･
施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

障
が
い
福
祉
課

(

市
福
祉
棟
１
階
。
郵
送
も
可)

、
北
部･

西
部･

南
部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ

〒
０
１
０-

８
５
６
０
障
が
い
福
祉
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
３)

６
３
６
２

国
や
自
治
体
で
は
、
保
育
施
設
の
待

機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
保

育
所
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を

担
う
保
育
士
の
確
保
も
必
要
と
し
て
い

ま
す
。

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
、
子
ど
も･

子

育
て
支
援
新
制
度
で
は
、
民
間
の
保
育

士
の
給
与
を
平
均
３
％
改
善(

平
成
24

年
の
保
育
士
給
与
と
比
較)

す
る
な

ど
、
勤
務
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
保
育
士
資
格
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
、
保
育
の

場
へ
の
就
業
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
保
育
士
と
し

て
の
就
業
に
向
け
た
相
談･

支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
育
成
課

☎(

８
６
６)

２
０
９
４

＊
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
絡
先
は
、
次
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/

kodom
o/osirase/140131-2.htm

l

一人ひとりの思いやりで
〝心のバリアフリー〟を

小
学
生
に
よ
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
で

身
体

し
ん
た
い

障し
ょ
う

が
い
者し

ゃ

の
通
院
用

つ
う
い
ん
よ
う

タ
ク
シ
ー
利り

用
券

よ
う
け
ん

の
更
新

こ
う
し
ん

保ほ

育い
く

士し

資し

格か
く

を
活い

か
し
て

働は
た
ら

い
て
み
ま
せ
ん
か

10



ご
家
庭
で
使
用
し
た
電
話
機
や
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
の
小
型
家
電
に
は
、

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の｢

有
用
金
属｣

が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
用
金
属
を
再

生
し
、
金
属
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

た
め
、
市
役
所
本
庁
や
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

(

上
の
写
真)

を
設
置
し
、
使
用
済
小
型

家
電
の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口(

た
て
15

cm
×
よ
こ
30
cm
×
奥
行
30
cm)

に
入
る

家
電
製
品
が
対
象
品
目
で
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
あ
き
た
12
月
18
日
号
と
一
緒

に
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ(

下
図)

、
ま

た
は
環
境
都
市
推
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

天
然
資
源
の
消
費
を
抑
え
、
環
境
へ

の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
循
環

型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、
使
用
済
小

型
家
電
の
回
収･

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所
▼

市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
環

境
部(

寺
内)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡

所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー(

明
徳
館
、
土

崎･

新
屋
図
書
館)

＊
２
月
６
日
(土)
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
で

開
催
す
る｢

ご
み
減
量
ア
ク
シ
ョ
ン｣

で
も
、
使
用
済
小
型
家
電
を
回
収
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
３)

６
６
３
２

昭和59年猿若流に入門。名取とな

り、平成10年｢千輪乃会｣を創立し、

会主に。秋田市芸術祭、日本舞踊協会秋田県支

部主催公演などに出演。

邦舞部門

猿若聖
せ い

花
か

(佐
本 名

藤恵子)さん (66歳)

華道家元専正池坊秋田支部の結成に

尽力しました。現在、秋田県華道連盟

副会長として、後進の指導育成に努めています。秋

田市芸術祭や県内外の展覧会に作品を出展。

華道部門

小松奇
き

峰
ほ う

(妙
本 名

子)さん (67歳)

現在、秋田市川柳協会副会長として

川柳人口の拡大、文芸としての質的向

上を図るため、後進の指導育成に努めています。

秋田市芸術祭、川柳の祭典などに尽力。

文芸部門(川柳)

鎌田昌子さん (74歳)

秋田市書道会の展覧会部長として

活躍。現在、同会副会長として後進

の指導育成に努めています。秋田市芸術祭、アフ

ター国文祭秋田市文化の祭典などに作品を出展。

美術部門(書道)

長谷川流
りゅう

石
せ き

(良
本 名

悦)さん (74歳)

現在、箏曲宮城会秋田常任理事。

平成９年から大師範として、後進の指

導育成に努めています。秋田市芸術祭、秋田県三曲

連盟、箏曲宮城会など、国内外の演奏会に出演。

邦楽部門(箏曲)

塩寺リンさん (77歳)

秋田県喜多流謡曲連盟の要職を歴

任、併せて秋田県謡曲連盟の理事を

務めるなど、謡曲界の発展に貢献しています。秋

田市芸術祭、国民文化祭などに出演。

邦楽部門(謡曲)

佐々木 一
ひとし

さん (88歳)

市の芸術･文化活動の推進に貢献された次の
みなさんへ、平成27年度秋田市文化団体連盟章
をお贈りします。おめでとうございました。

秋田市文化団体連盟☎(866)4026

ノートパソコンも対象です

使し

用よ
う

済ず
み

小こ

型が
た

家か

電で
ん

の

回か
い

収し
ゅ
う

ボ
ッ
ク
ス
を
設せ

っ

置ち

リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
よ
う
！
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